

































































Exploring the amino acid usages in primitive proteins using reconstructed
ancestral ribosomal proteins
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The characteristic of spider assemblage







































間接効果の有意性が示された（  0 05）。また人為影響お
よび地形が低木層のクモに与える直接効果に有意性は示さ
れなかった（  0 05）。
　低木層と草本層からサンプリングされたクモの傾向およ
び下層植生群落間におけるクモの群集構造を比較した結果
から、仮説１は支持された。人為影響および地形が下層植
生の密度、優占度および被度を介してクモの群集構造に与
える影響を検証した結果から、仮説2は支持された。低木層
を維持するために「地形を考慮した低木の保全」および「人
工林として管理の継続が可能な林分と管理の継続が困難な
林分のゾーニング」が重要であると考えられた。森林・林業
基本計画および市町村森林整備計画において、これらの取
り組みと同様の管理方針が推進されている。以上より本研究
の結果は、森林・林業基本計画および市町村森林整備計画
の実装を、生物多様性保全の観点から補強する材料となる
可能性がある。
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 1 下層植生群落間における低木層のクモの個体数
